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詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新規の規制・制度改革を提案する際は、
１「地域の課題（提案に至る経緯）」
２「支障となっている法令等の規制」
３「規制・制度改革による効果」
の３点が整理されていれば、相談可能です。

有識者で構成する特区ワーキンググループが、提案さ
れた規制・制度改革の実現に向け、関係省庁に対しヒア
リングを行い、後押しします。

GX分野に限られると思われがちですが、本制度では
分野を選ばず規制・制度改革の提案が可能です。

◆特集 国家戦略特区制度を活用した地域課題解決創る

令
和
６
年
６
月
、
北
海
道
と
札
幌
市
が
「
金

融
・
資
産
運
用
特
区
」
の
対
象
地
域
に
決
定
さ

れ
る
と
と
も
に
、
北
海
道
全
域
が
「
国
家
戦
略

特
区
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
観
光
や
医
療
、
保
育
、
農
業
、

外
国
人
材
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
規
制
・
制
度

改
革
の
提
案
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

「
国
家
戦
略
特
区
」

「
国
家
戦
略
特
区
」

最
北
の
国
家
戦
略
特
区

地
域
課
題
解
決
の
ツ
ー
ル
と
し
て

こ
れ
ま
で
、
特
区
制
度
の
周
知
の
た
め
、
市

町
村
や
企
業
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、
既

に
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
積
極
的
な
制
度
周
知
と
伴
走
支
援

に
よ
り
、
道
内
の
様
々
な
地
域
課
題
へ
の
解
決

ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、
特
区
制
度
を
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

北
海
道
内
の
活
用
事
例

従
来
は
、
銀
行
が
出
資
を
す
る
際
、
５
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
る
議
決
権
を
保
有
す
る
場
合
、

国
に
よ
る
認
可
が
必
要
で
し
た
が
、
議
決
権
の

保
有
率
が

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
限
り
、

国
へ
の
届
出
の
み
で
出
資
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

１
銀
行
に
よ
る
Ｇ
Ｘ
関
連
事
業
に

対
す
る
出
資
規
制
の
緩
和

日
本
語
に
よ
る
作
成
が
前
提
と
な
っ
て
い
る

会
社
設
立
の
た
め
の
商
業
登
記
や
定
款
認
証
に

必
要
な
書
類
に
つ
い
て
、
国
の
作
成
支
援
ツ
ー

ル
の
活
用
や
自
治
体
ス
タ
ッ
フ
の
支
援
に
よ
り
、

海
外
企
業
の
新
規
参
入
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

２
会
社
設
立
に
係
る

行
政
手
続
の
英
語
対
応

従
来
は
１
か
月
か
ら
３
か
月
程
度
か
か
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

も
あ
っ
た
在
留
資
格
審
査
の
迅
速
化
が
図
ら
れ
、

対
象
自
治
体
の
企
業
に
よ
る
計
画
的
な
人
材
確

保
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

３
外
国
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

就
労
促
進

従
来
は
曖
昧
だ
っ
た
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

関
連
設
備
の
う
ち
不
動
産
に
含
ま
れ
る
も
の
の

範
囲
が
明
確
化
さ
れ
た
た
め
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
へ
の
さ
ら
な
る
投
資
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 ４

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
の

対
象
不
動
産
の
明
確
化

令
和
７
年
７
月

日
、
北
海
道
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
内
に
、
弁
護
士
等
に
よ
る
高
度
な
個

別
相
談
対
応
が
可
能
な
「
雇
用
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

●
そ
の
他
の
成
果

「
雇
用
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
」
開
設

◆ 雇用労働相談センターの開所式の様子

セ
ン
タ
ー
開
設
に

よ
り
、
雇
用
・
労
働

に
関
す
る
悩
み
や
疑

問
に
つ
い
て
、
道
内

の
ど
こ
か
ら
の
相
談

で
あ
っ
て
も
、
法
律

や
制
度
に
精
通
し
た

専
門
家
が
無
料
で
対

応
、
サ
ポ
ー
ト
す
る

体
制
が
作
ら
れ
ま
し

た
。

国家戦略特区のポイント

01

0４

03

あらゆる分野で活用可能

相談の際は３点を整理

道の伴走支援
詳細な法令調査や、全道規模の関係団体との調整など、

道が市町村と一緒に課題整理を行いながら、規制・制度
改革の実現を目指します。

02 有識者会議による後押し

01

北海道 国家戦略特区

特
区
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
の
に
」

「
こ
れ
っ
て
特
区
の
対
象
な
の
？
」

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。本記事の取組は、北海道総合政策部地域創生局地域戦略課が担当しております。

国家戦略特区に関するお問い合わせ先 TEL:011-204-5156
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◆特集 新しい地方経済・生活環境創生交付金創る

第
２
世
代
交
付
金
の
支
援
対
象
と
な
る
事
業

は
、
観
光
や
農
林
水
産
業
の
振
興
等
の
地
方
創

生
に
資
す
る
取
組
な
ど
を
支
援
す
る
「
ソ
フ
ト

事
業
」
、
地
方
創
生
に
関
連
す
る
拠
点
施
設
の

整
備
な
ど
を
支
援
す
る
「
拠
点
整
備
事
業
」
、

ソ
フ
ト
事
業
ま
た
は
拠
点
整
備
事
業
と
組
み
合

わ
せ
て
実
施
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
支
援

す
る
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
」
の
３
類
型
に
分

か
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
交
付
対
象
者
は
地
方

公
共
団
体
（
複
数
自
治
体
に
よ
る
申
請
も
可
）

02

第
２
世
代
交
付
金
の
概
要

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生

交
付
金
の
概
要

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金

（
以
下
、
同
交
付
金
と
す
る
）
は
、
地
方
公
共

団
体
の
地
方
創
生
に
資
す
る
事
業
の
実
施
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
の
令
和
６
年
度
補

正
予
算
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
交
付
金
の
後
継
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

同
交
付
金
は
、
左
記
の
と
お
り
４
種
類
に
分

か
れ
て
お
り
、
本
特
集
で
は
、
こ
の
う
ち
の
第

２
世
代
交
付
金
を
取
り
上
げ
ま
す
。

第
２
世
代
交
付
金
の
概
要

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金

◎
市
町
村
に
お
け
る
第
２
世
代
交
付
金
の
活
用
に
関

す
る
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
各
（
総
合
）
振
興
局
地

域
政
策
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
通
年
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
制
度
は
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

道
内
市
町
村
で
は
、
第
２
世
代
交
付
金
の
令

和
６
年
度
補
正
予
算
分
及
び
令
和
７
年
度
当
初

予
算
分
（
令
和
７
年
度
事
業
実
施
分
）
と
し
て
、

市
町
村
の
１
５
６
事
業
が
採
択
さ
れ
て
い
ま

す
。具

体
的
に
は
、
ソ
フ
ト
事
業
で
「
観
光
」
、

「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
等
、
拠
点
整
備

事
業
で
「
道
の
駅
」
、
「
観
光
拠
点
施
設
」
等
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
で
「
市
町
村
道
車
線
整

備
」
等
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
に
ソ
フ

ト
事
業
と
拠
点
整
備
事
業
を
組
み
合
わ
せ
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金

の
前
身
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

交
付
金
で
の
事
例
に
な
り
ま
す
が
、
次
ペ
ー
ジ

か
ら
は
、
鷹
栖
町
と
沼
田
町
の
取
組
を
参
考
と

し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

道
内
市
町
村
に
お
け
る
第
２
世
代
交

付
金
の
活
用
状
況

類型 事業計画期間 交付上限額・補助率

ソフト
事業

原則３か年度
以内

（最長５か年
度）

１自治体当たり国費
・中枢中核：15億円/年度
・市町村：10億円/年度
補助率：1/2

拠点
整備
事業

原則３か年度
以内

（最長５か年
度）

１自治体当たり国費（目安）
・中枢中核：15億円/年度
・市町村：10億円/年度
補助率：1/2

インフ
ラ整備
事業

原則５か年度
以内

（最長７か年
度）

１自治体当たり事業計画期間中の総国
費
・中枢中核：20億円（単年度目安４億円）
・市町村：10億円（単年度目安２億円）
補助率：1/2等（省庁の交付要綱に従う）

第２世代交付金
地方がそれぞれの特性に応じた発展を遂げることができるよ
う、日本経済成⾧の起爆剤としての大規模な地方創生策を講
ずるため、地方公共団体の自主性と創意工夫に基づく、地域
の多様な主体の参画を通じた地方創生に資する地域の独自の
取組を、計画から実施まで強力に後押し

デジタル実装型
デジタル技術を活用した地域の課題解決や魅力向上に資する
取組を支援

避難所の生活環境を抜
本的に改善するため、
地方公共団体の先進的
な防災の取組を支援

半導体等の戦略分野における国家
プロジェクトの産業拠点整備等に
必要となる関連インフラの整備を
機動的かつ追加的に支援

地域防災緊急整備型 地域産業構造転換インフラ
整備推進型

と
な
り
ま
す
。

交
付
決
定
ま
で
に
地
方
版
総
合
戦
略
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
事
業
の
う
ち
、
国
が
掲
げ
る
「
地

方
経
済
の
創
生
」
、
「
生
活
環
境
の
創
生
」
、

「
人
や
企
業
の
地
方
分
散
」
の
い
ず
れ
か
の
事

業
分
野
に
該
当
し
、
「
地
域
の
多
様
な
主
体
と

の
連
携
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
等
の

仕
組
み
を
備
え
、
「
自
立
性
」
等
の
先
導
性
を

有
す
る
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

事
業
ご
と
に
適
切
か
つ
具
体
的
な
重
要
業
績

評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
の
設
定
及
び
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
産

官
学
金
労
言
な
ど
の

地
域
の
多
様
な
主
体

の
参
画
に
よ
り
効
果

検
証
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

評
価
基
準
と
し
て

は
、
「
目
指
す
将
来

像
、
課
題
の
設
定
及

び
交
付
対
象
事
業
の

概
要
等
」
、
「
Ｋ
Ｐ

Ｉ
の
適
切
性
」
「
自

立
性
」
、
「
地
域
の

多
様
な
主
体
の
参

画
」
の
項
目
が
あ
り
、

新しい地方経済・生活環境創生交付金

出典：内閣府「新しい地方経済・生活環境創生交付金について」を参考
に北海道総合政策部地域創生局地域戦略課作成

国
で
の
審
査
に
よ
り
総
合
的
な
評
価
が
高
い
取

組
が
採
択
さ
れ
ま
す
。
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03

実
施
の
背
景

事
業
内
容
・
成
果

申
請
に
あ
た
っ
て
準
備
し
た
こ
と

【事業概要】（申請時ベース）

地
方
創
生
推
進
タ
イ
プ
（

）

金
の
内
示
、
４
月
に
交
付
決
定
を
受
け
、
１

年
目
の
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
の
事
業
を
実
施
す
る
部
署
は
、

複
数
に
わ
た
る
た
め
、
庁
内
で
日
常
的
に
情

報
共
有
を
行
え
る
体
制
を
構
築
し
、
必
要
な

連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
取
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

活
用
事
例
１

鷹
栖
町

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
と
多
様
な
域
外
主
体
の
参
画
に
よ
っ
て

持
続
発
展
す
る
全
世
代･

全
員
活
躍
の
ま
ち
推
進
事
業
」

鷹
栖
町
は
、
平
成

年
度
に
地
方
版
総
合

戦
略
で
あ
る
鷹
栖
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
福
祉
の
町
と
し
て
取
組
に
力

を
入
れ
て
き
た
背
景
を
踏
ま
え
、
総
合
戦
略

で
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
希
望
が
叶
い
、
全

世
代
・
全
員
が
活
躍
で
き
る
「
生
涯
活
躍
の

ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

以
降
、
生
涯
活
躍
の
ま
ち
に
係
る
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
よ
り
高
度

な
取
組
を
展
開
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度
～

６
年
度
の
期
間
で
今
回
取
り
上
げ
た
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

◆特集 新しい地方経済・生活環境創生交付金創る

▲農業における担い手の確保を目的とした研修。

今
後
の
展
望

町
が
今
後
も
「
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
希
望
が

叶
う
全
世
代
・
全
員
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
く
姿
勢
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

人
口
減
少
が
進
行
し
た
際
に
は
、
行
政
が
す

べ
て
を
担
う
の
で
は
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
自
治
の
力
を
高
め
、
住
民
主

体
で
課
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
理
想

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事

業
の
成
果
を
整
理
・
改
善
し
な
が
ら
、
時
代

の
変
化
に
応
じ
て
着
実
に
全
て
の
町
民
が
活

躍
で
き
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▲幅広い年代の方を集めた人材育成講座。

生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
推
進
や
地
方
版
総
合

戦
略
等
を
所
管
す
る
総
務
企
画
課
が
中
心
と

な
っ
て
、
事
業
を
検
討
・
立
案
し
ま
し
た
。

事
業
計
画
作
成
後
、
申
請
前
に
国
（
内
閣

府
）
か
ら
事
業
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
「
事
前
相
談
」
制
度
を
活

用
し
て
、
募
集
開
始
前
に
計
画
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
申
請
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

例
年
、
交
付
金
の
第
１
回
募
集
通
知
は
12

月
～
１
月
に
発
出
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
前
か

ら
事
前
相
談
を
重
ね
、
令
和
４
年
１
月
下
旬

に
本
申
請
を
行
い
、
同
年
３
月
下
旬
に
交
付

設
定
し
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
す
べ
て
に
関
連
す
る
、

「
地
域
に
新
た
な
し
ご
と
を
つ
く
る
人
材
を

創
出
す
る
た
め
の
移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ

イ
ク
ル
の
構
築
」
が
本
事
業
の
柱
に
な
り
ま

す
。自

ら
の
力
で
仕
事
や
事
業
を
創
る
こ
と
が

で
き
る
人
材
確
保
と
育
成
の
流
れ
を
創
る
た

め
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
ト
ラ
イ
ア
ル

実
証
・
実
証
内
容
の
分
析
検
証
・
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
等
を
繰
り
返
す
仕
組
み
「
移
住
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル
」
を
形
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
を
計
画
す
る
段
階
で
、
年
度
ご
と
の

目
的
を
明
確
化
し
、
３
年
間
で
段
階
的
に
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
情
報
発
信
メ
デ
ィ
ア
の
整
備
や
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
移
住
相
談
窓
口
で
の
就
農
・
起
業
相

談
体
制
の
強
化
、
都
市
部
向
け
の
オ
ン
ラ
イ

ン
・
リ
ア
ル
併
用
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を

展
開
し
た
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
担
い
手

や
地
域
で
事
業
創
出
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
講
座
な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
取
組
に
よ
り
、
移
住

者
が
関
わ
る
起
業
が
７
件
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を

活
用
す
る
新
規
就
農
者
が
５
人
生
み
出
さ
れ

る
な
ど
の
成
果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
町
内
の

移
住
施
策
を
持
続
的
に
循
環
し
て
い
く
た
め

の
新
た
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル
を
築

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
か
す

27
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ソ
フ
ト
タ
イ
プ

現
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実
施
の
背
景

申
請
に
あ
た
っ
て
準
備
し
た
こ
と

【事業概要】（申請時ベース）

地
方
創
生
拠
点
整
備
タ
イ
プ

現
拠
点
整
備
事
業

構
想
の
実
現
に
利
用
可
能
な
補
助
金
を
探

す
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
（
「
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創

生
交
付
金
」
の
前
身
）
と
趣
旨
が
合
致
し
て

い
た
た
め
、
同
交
付
金
の
地
方
創
生
拠
点
整

備
タ
イ
プ
（
「
拠
点
整
備
事
業
」
の
前
身
）

を
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

準
備
段
階
で
は
、
申
請
前
に
国
か
ら
事
業

案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
「
事
前
相
談
」
制
度
を
活
用
し
て
、
募
集

開
始
前
か
ら
計
画
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
申
請
で
き
る
よ
う
備
え
ま
し
た
。

例
年
、
交
付
金
の
第
１
回
募
集
通
知
は
12

月
～
１
月
に
発
出
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
前
か

ら
事
前
相
談
を
重
ね
、
令
和
６
年
１
月
上
旬

に
本
提
出
を
行
い
、
同
年
３
月
中
旬
に
交
付

金
の
内
示
、
３
月
下
旬
に
交
付
決
定
を
受
け

た
後
に
、
業
者
と
の
契
約
を
経
て
工
場
の
建

設
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
は
町
内
を
中
心
と
し
た
ビ
ー
ル
の
販

売
で
す
が
、
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
と
と
も
に
、

地
域
発
の
お
酒
を
「
沼
田
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し

て
世
界
展
開
し
て
い
く
構
想
も
あ
り
ま
す
。

販
路
の
拡
大
が
町
の
Ｐ
Ｒ
や
醸
造
量
の
増
加

に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
結
果
が
雇
用
創

出
や
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

活
用
事
例
２

沼
田
町

「
沼
田
町
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
工
場
整
備
事
業
」

沼
田
町
で
は
、

年
程
前
か
ら
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
農
作
物

を
活
用
し
て
特
産
品
を
開
発
で
き
な
い
か
と

い
う
構
想
が
あ
り
ま
し
た
。
時
代
の
流
行
や

副
原
料
と
し
て
多
様
な
農
作
物
を
使
用
で
き

る
と
い
う
点
に
着
目
し
て
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
の
開
発
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、
以
降
、

構
想
の
具
体
化
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
一
時
中
断
し
ま
し
た
が
、
落
ち
着
い

た
時
期
に
本
格
的
に
取
組
を
始
動
し
ま
し
た
。

本記事の取組は、北海道総合政策部地域創生局地域戦略課が担当しております。
新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）に関するお問い合わせ先 TEL:011-206-7298

石
狩
沼
田
ブ
ル
ワ
リ
ー
の
現
況

ま
す
。
生
産
量
が
ま
だ
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

卸
し
た
週
末
に
は
売
り
切
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
か
ら

出
展
の
打
診
も
あ
り
ま
す
が
、
開
業
初
期
で

醸
造
が
追
い
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
来
年
以

降
の
出
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
増
産
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
技
術
的
に
難
易
度
の
高
い
缶
ビ
ー
ル
の

製
造
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
予
定
で
す
。

◆特集 新しい地方経済・生活環境創生交付金創る

▲建設された石狩沼田ブルワリー

▲石狩沼田ブルワリー内の貯蔵タンク。
醸造されたビールが貯蔵されています。

今
後
の
展
望

ビ
ー
ル
の
生
産
に
欠
か
せ
な
い
大
麦
や
ホ

ッ
プ
と
い
っ
た
主
原
料
自
体
を
町
内
で
生
産

す
る
構
想
が
あ
り
ま
す
。
費
用
面
な
ど
の
理

由
か
ら
既
存
農
家
が
作
る
の
は
難
し
い
の
で
、

産
業
型
農
業
に
よ
る
新
規
就
農
支
援
や
土
地

活
用
も
視
野
に
あ
り
ま
す
。

令
和
７
年
４
月
に
開
業
後
、
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
の
生
産
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
現

在
は
町
直
営
の
ビ
ア
キ
ッ
チ
ン
「
沼
田
町
Ｂ

Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
ト
ナ
リ
エ
北
広
島

店
」
を
は
じ
め
、
町
内
の
居
酒
屋

店
舗
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
温
泉
施
設
で
提
供
さ
れ
て
い

７

１

12

（

）


